
 最新の資源評価の結果、以下の結果が示された。

 現行の資源再建計画の措置を継続することで、令和13年（2031年）に50％以上の確率で目標

管理基準値を上回る。

 直近年の親魚量（38.6万トン）は、禁漁水準（6.6万トン）を上回っているものの、目標管理基準

値（109.3万トン）を下回っている。

 以上を踏まえ、現行の資源再建計画の措置を継続することが妥当と考えられる。

まいわし対⾺暖流系群の資源再建計画の検証について （資料３－３）

 まいわし対馬暖流系群については、令和２年度の資源評価において、親魚量が限界管理基準値を

下回る状態にあると判断されたことから、令和３年（2021年）に資源再建計画を策定した。

 現行の措置は、親魚量が令和13年（2031年）に50％以上の確率で目標管理基準値を上回る措置と

して、資源管理基本方針の別紙２に規定されている本資源の漁獲シナリオに基づいて管理を行うこ

ととしている。

 また、計画策定後、少なくとも２年ごとに資源評価に基づき達成状況の検証を行うこととしている。
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